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新しい年のはじめに
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◇“すばる”のこと
有山正孝
古代の人びとは、大気汚染などに無縁の澄み切った夜
空に月や星ぼしを眺め、天空の彼方に想いを馳せ、大海
原や砂漠を渡る道標とし、あるいは季節の移り変わり、
そして種蒔きや漁労の時期、を知った。
“星はすばる守
夜をこめて烏のそらねははかるとも
よに迂坂の関はゆるさじ
人一首に彼女の和歌が選ばれるなど、平安朝の
才女として名高い清少納言は、数かきりない星ぼしの中
で“星はすばる・・." （池田亀鑑校訂『枕草子』岩波
文庫）と断言する。
その“すばる”すなわちプレアデス星団は、今の季節、
日が暮れると南東の空に懸かる V字形の牡牛座に輝く 6
つの星ぼしとして、見ることができる。
“すばる”への道
遥か宇宙の彼方に輝く、その星団の名を冠した世界最
大級の望遠鏡を日本が開発した。
すなわち、文部省の国立天文台がハワイ諸島最大のハ
ワイ島のヒロ市に「国立天文台ハワイ観測所」を開設し、
ポリネシア語で“白い山”を意味するマウナ・ケアの山
頂に、 「観測所」の観測最前線を担う、反射望遠鏡“す
ばる”が建設されたのである。 10年間に400億円の経費
が費やされた。
その望遠鏡の完成記念式典が内外の関係者を集めて、
1999年 9月17日、現地で開催された。国立天文台の評議
員である関係から筆者も参列の機会を得た。
このハワイ島は、明治の初めから日本人が農業移民と
して人植し、その二、三、四世らの人びとが多数在住す
るなど、わが国との関係も深い。
“すばる” ドーム前の筆者（写真：永末事務局長）
島の最大の都市ヒロの宿舎を出発した大型バスは、野
生化したサトウキビが群生する中を、コーヒーで有名な
第二の都市コナに通じる横断道路を登る。登るほどに、
車窓の景観は浅間山麓鬼押出しの数百倍のスケールと思
われる溶岩台地に変わる。彩りに乏しい単調な車窓と対
面しているうちに、いつしか瞑想の世界へと誘われる。
そもそも望遠鏡なるものは、オランダのメガネ戦人の
リッペルスハイが1608年、凸レンズと凹レンズを組み合
わせて最初に作った。たちまちヨーロッパ中で天体観測
に使われるようになった。
その 2年後、ガリレイは口径 4センチ (30倍）の天体
望遠鏡を作り、月の山脈、木星の衛星、金星の満ち欠け
士星の輪、などを発見して「星界の報告Jにまとめた。
17世紀の半ば以降、コペンハーゲンに、そしてパリに
天文台が建設され、望遠鏡による組織的な天体観測が始
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まったのだった。さまざまな天文学的発見がなされた。
1672年、ニュートンがレンズを用いた従来の屈折望遠
鏡に代えて、凹面鏡を用いた反射望遠鏡を提案した。
その後、カセグレン（仏）が凹面鏡と凸面鏡で望遠鏡
を作った。これが現在の反射望遠鏡の始まりとなった。
1675年にはグリニッジ天文台（英）が開設され、標準
時刻と子午線の基準0度が定められた。
18世紀後半にはハーシェル（英）が、口径48センチの
望遠鏡で、天の川を詳しく親察し、星ぱしの分布密度の
違いから、 “銀河系”の概念を生み出した。
日本では1832年、近江の鉄砲鍛冶であった国友藤兵衛
が金属を磨いた 2枚の凹面鏡でグレゴリー式反射望遠鏡、
を初めて製作した。彼はこの望遠鏡で太陽の黒点を連続
熊測し『日月星業試留』 （にちつきほしためしとめ）と
してまとめた。
そして19世紀には口径 2メートルを超える反射望遠鏡
を設備したプルコボ（露）とリック（米）をはじめ、各
国、各地に多数の天文台が建設された。
現在の国立天文台の前身である東京天文台が開設され
たのは1878（明治11)年だった。
1904年には口径2.5メートルの反射望遠鏡を設備した
ウイルソン山天文台（米）が設立された。 20世紀の前半
ハップル（米）は地球と大宇宙に点在する銀河系との距
離を測定した。そして1949年にはパロマ山天文台（米）
に5.08メートルのヘール反射望遠鏡が完成した。また59
年にはハミルトン山のリック天文台に3.5メートルの反
射望遠鏡が設備された。
1960年、東大付属の東京天文台は岡山県竹林寺山にロ
径1.88メートルの反射望遠鏡を設置した。
1950年代から60年代にかけて大口径のパラボラ・アン
テナを設備した電波天文台が建設された。ジョドレルバ
ンク（英）、アルゴンクイン（加）、電波物理研究所
（豪）、国立電波天文台（米）、ボン・マックスプラン
ク（西独）、そして東京天文台（現国立天文台）野辺山
宇宙電波恨測所などである。 1968年には電通大も小規模
ながら長野県菅平に宇宙電波観測所を開設した。
1980年代になると、世界的に反射望遠鏡は口径 3~4、
メートルが主流となった。当時は、反射鏡の自重による
歪みから 5メートルが設計限界とされていた。
最近、望遠鏡を人工衛星に搭載することが試みられ始
めた。 1990年、 NASAがハップル宇宙望遠鏡を、そし
て1997年には、わが文部省が宇宙電波望遠鏡“はるか”
を打ち上げた。・・・
やがてバスは、牛の放牧場が広びろと広がるマウナ・
ケアとマウナ・ロアの鞍部で横断道路から離れ、登山道
路を登り始める。視界は徐々に濃い霧に閉ざされる。山
腹を巡る雲の中に入ったのだ。
その霧の世界を抜けると、突然強烈な陽光が降り注ぐ。
雲ひとつなく晴れ渡った大空は、青いというよりは吸い
込まれるような藍色である。ヒロを出発してから約1時
間半でバスは高度2,900メートルのハレポハク中間施設
に到達した。
ここは各国天文台の研究者・技術者たちの宿舎で、国
際交流が日常的に行われている。われわれはここで高度
順化のため約30分の休憩をとった。
そこから山頂までは草木も生えぬ火山礫の急斜面とな
る。スリップ事故が少なくないと聞いた。 4WDの車に乗
り換えてダートな道を慎重に登ること30分で山頂に着く。
標高4.200メートルのこの山頂は、晴天の日が多く、
気温の変化と気流の乱れが少なくて、高倍率の望遠鏡に
よる天体観測に適している。ハワイ大学が管理している
この山頂のマウナ・ケア国際観測所の敷地内には、当の
ハワイ大学をはじめとするアメリカ、イギリス、カナダ、
フランス、オランダなど、 11ヵ国の13の望遠鏡が建設さ
れ、あるいは建設中である。まさに天体観測オリンピッ
クの会場だ。
その一隅にわが“すばる”望遠鏡を収容した楕円柱形
ドームが陽光に輝いている。すぐ隣には口径10メートル
（モザイク）のケック望遠鏡（米）の 2つの半円球形ド
ームがならんでいる。
南国の島とはいえ山頂の気温は摂氏 5度前後、陽射し
が強いので日向では寒さを感じないが、気圧は地上の60
マウナ・ケア山頂の“すばる” ドーム（中央手前）。左上に 2台のケック望遠鏡が見える。後方の稜線
上に各国／機関のドームがならんでいる。その中央がジェミニ（北）望遠鏡。 （写真：国立天文台提供）
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パーセントしかなく酸素は半分程度なので、急いで歩く
と息が切れ、高山病にかかる人もいる。
眼下には、先刻通過した鞍部を中心に雲海が広がり、
その雲海の上に、緩やかな起伏のマウナ・ロアが女性的
なたたづまいを見せる。
“すばる”反射望遠鏡
ハワイ大学との国際共同プロジェクトとして建設され
た＂すばる”反射望遠鏡は、その口径 8.2メートル。
1枚の反射鏡で構成される望遠鏡としては世界最大規模
を誇り、その性能も抜群である。大気の影響がなければ、
富士山頂に置いた五円玉の穴を東京から見分けられると
いう。ここに“すばる”は、天体望遠鏡として世界の頂
点に立ったのだ。
蜆測する天体の仰角によって、自頂による主鏡の歪み
はそれぞれ異なる。その歪みは、サーボ機構で自動的に
補正される。ドーム内で空気のゆらぎが生じないよう窓
の開閉も自動制御される。
そしてその“すばる” ドームは、周囲の気流の変化を
防ぐために、独特の楕円柱形の構造をしている。
高感度／高分解能の主焦点カメラや分光器をはじめ、
ら得られるデータは、光ケープ
ルでヒロの「ハワイ観測所」へ伝送され、スーパー。コ
ンピュータによる解析が行なわれる。
ばる”
、フォーリー駐日
ヒロノハワイ州 はじめ、日米の貨顕。紳士。淑女
。技術者約 200人が参列し、ハワイに伝わる古
い献堂の祈りに始まり、来賓の祝辞が続いた。
しかしなにぶんにも高地のことゆえ、寒さに堪えつつ
溶かし込んだミネラルウォーターを飲みながら、
1時間足らずでセレモニーは終った。
施設を見学した後、ハレポハクで遅い昼食を摂り、下
山の途についた。夕方の祝賀レセプションの会場はヒロ
市内のハワイ大学分校に準備された。
“さらばすばるよ”
ハレポハクを後に、車は山を下る。やがて視界は再び
に閉ざされる。また瞑想の世界だ。..魯
いにしえの平安の都に雪が降り積ったある日、当代の
才媛は“「小納言よ、香煉峯の雪いかならん」と（注：
中宮が）仰せらるれば、御格子をあげさせて、御簾を高
くあげたれば、わらはせ給ふ。＂ （『枕草子』）のよう
に、白氏文集の“疇〇・香燐峯雪撥簾看”に倣って当意
即妙の対応をする。あるいは、史記に著された函谷関の
古事を踏まえた歌を詠むなど漢籍に詳しい。そしてそれ
が自慢でもあった。
最初に掲げた彼女の“星はすばる”は、なにがしかの
漢籍の直接引用だったのだろうか。 0 0 0 
霧が晴れて再び溶岩台地が視界に広がる。 “さらばす
ばるよ”と振り返った。 “すばる”は百数十低光年を超
える天空の彼方まで観測できる。その最先端技術の結晶
によって新しい世紀には、宇宙の謎が次つぎに解明され
よう。
いつか“すばる”に再会してその成果に接したい。香
とーをつ
炉峰ではないこの常夏の島の山の頂きが、その名の通り
雪で白く覆われる頃に。＊・。
注： 本稿は、筆者の談話を基に、田中が下記の文献を
参照して作成した。
[ 1 J 『万有科学大事典』 （宇宙地球編）小学館、
昭和50年
[ 2 J 『日本歴史館』小学館、 1993年
[3] 安藤裕康『世界最大の望遠鏡『すばる」』
平凡社、 1998年
[ 4 J NHK.科学番組部編「「すばる」が捉えた驚異の
大宇宙』 NHK出版協会、 1999年
◇リモートセンシング事始め（二）
石島
ここにリモートセンシングとは、基本的に地球表面か
ら放射される赤外線の検知であることを既に述べた。
その赤外線の放射強度は、探査の対象となる地球表面
の、細分されたそれぞれの部分の組成（構成している物
質）とその温度とに依存する。
LANDSATが関東地方を探査している模式図。オレン
ジ色に描かれている部分は、ある瞬間にMSSが探査
している範囲を示している。 （図出典：内嶋善兵衛
飯坂譲二編著『宇宙から見た世界の農業』共立出版、
昭和58年）
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ワークショップ始まる
とるものもとりあえず馳せつけたそのワークショップ、
すなわち “InternationalWorkshop on Earth Resour・-
ces Survey System （地球資源探査に関する国際ワーク
ショップ） ＂は、・ 1971（昭和46)年 5月 3日から、ミシ
ガン州立大学のオーディトリウムで開催された。
その当時のアメリカはベトナム戦争のまっ最中で、中
国の国連加盟 (10月に実現）をめぐって世論が騒然とし
ていたが、開会式では、ニクソン大統領がメッセージを
贈るなど、会場は華やかな雰囲気に包まれた。
そのワークショップは、
① リモートセンシングが何ゆえに重要であるのか
② リモートセンシングで何がわかり何ができるのか
③ これまでに、どのような技術が開発されてきたのか
④ 各国がその技術の恩恵を受けるにはどうすればよい
のか
のテーマを包括した基調講演にひき続き、 12日間のコン
カレントセッション（複数同時開催の研究分科会）が企
画されていた。
そこで筆者は、いくつかのセッションの中で、主に画
像データを地球探査衛星から地上へ堪送する技術を勉強
することになったのだった。
研究分科会
それらの研究分科会での話題を要約すれば、
り得た限り、次の通りであった。
① ケネディ大統領が提唱したアポロ計画は順調に成果
をあげ、 2年前の1969（昭和44)年には月に人間を送
ることに成功した。
② アメリカは ESSAや ITOS (“事始め” (-） 
参照）などの気象衛星を運用中であり今後も継続する。
③ アメリカは新しい地球環境観測衛星 (EARTS後
にLANDSATと改称）の打ち上げを計画している。
この衛星は14日間で地球の全表面を、可視光線と赤
外線で撮影して、その画像を地上に伝送する。
④ EARTSの画像は単なる写真ではなく、可視光線
と複数のスペクトル帯域に分けた赤外線を検知する放
射計（マルチ・スペクトラル・スキャナ： MSS)で
観測される画像データであり、そのデータを解析する
ことによって、観測対象である地表面や海表面の組成
ないしは特徴が抽出できる。
⑤ 赤外線で観測される地表面の特徴は、その下に埋蔵
されている物質に依存する。したがって、全世界に存
在する埋蔵資源を探査してインベントリー（一覧表）
を作成することが可能である。
(6) EARTSのデータは公開されるので、地上の受
信設備を準備すれば、そのデータが利用できる。
⑦ その受信設備によって得られるデータを正確に解
析するためには、衛星が通過した時刻における地表
面の温度の測定、すなわち“グランド・トルース”
を行ない、衛星からのデータを較正することが不可
欠である。
アメリカの壮大な地球環境観測計画
今では、上記のことは専門家の間で常識である。し
かし1971年の日本では、想像もできなかった話題であ
った。したがって、初めは眉に唾をつけて聞いていた
我われも、話が次第に詳細かつ具体的になってくると、
信じないわけには行かなかった。
地球を丸ごと探査
そしてその、地球を周回する衛星で“地球を丸ごと
探査”しようとするアメリカの計画が、実に壮大であ
り緻密であり、確かな理学的知見と最先端の技術を駆
使したものであることが、おぼろげながら理解できた
のである。残念ながら日本の技術とシステム構成に対
する配慮は彼らの足元にも及ばない。
たとえば探査衛星からの受信画像の画素（画像を構
成する最小単位：ピクセル）の大きさは、当然のこと
ながら、 MSSの瞬時視野角の大きさによる（角度が
小さいほど原理的には画像の分解能は向上する）が、
これらの画素の集合としての画像データ全体の精度は、
衛星の通過軌道の正確さや衛星の姿努制御の精度によ
って自ずから制約を受けるので、高分解能のMSSを
採用して、瞬時視野角だけを小さくしさえすればよい
わけではない。衛星の正確な位置情報を入手し、衛星
の前後 (X)、左右 (Y)、上下 (Z)のx-Y-Z
3軸方向の姿勢を正確に制御した上で、それらの精度
に見合ったリーズナプルな画素の大きさ、すなわちM
s sの瞬時視野角、が決定されている。言い換えるな
らば、位置情報が不正確で姿勢制御が不完全な衛星に
高価な高分解能のMSSを搭載しても、地上のどの部
分の赤外線放射を検知しているのかが不明確なのでは、
探査の意味がなくなるのだ。
プラグマティズムの結実
このように EARTSのシステム全体の総合的な設
計思想が極めて合理的であることから、紙や黒板の上
の理論だけではない、当時のアメリカ人のプラグマテ
ィズムの一端に触れた思いがした。
それにしても・・•その探査衛星の心臓部を成すの
が、当時の日本では見ることはおろか聞いたこともな
かった、 MSSなる装置であることを重ねて認識した
のだった。
◇斜視 マルコーニ伝（起）
桑嶋陽一
マルコーニ (Gugli.elmoMarconi)は、イタリアのボロ
ーニャで1874年 4月25日に生れた。
若き日のマルコーニ。ややひ弱にも見えるその全身
に大きな野望を秘めている。 （写真出典： PROC. of 
THE lEEE, JULY 1998) 
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と、いうことは、 1895年の春、ボローニャ郊外のグリ
フォンの館 (Vi11a Griffone)で、空間を伝搬する電波
で初めてモールス信号の送信に成功したのは、彼が若冠
21歳の時だったのである。
しかし、ローマは一日で成らず、無線電信も一日では
生れない。それは1901年にイギリスとカナダの間で最初
の大西洋横断通信実験に成功までの 6年間にわたった努
カの成果なのだ。
仮に、 1896年から1901年までにマルコーニが試みた、
次つぎに通信距離をのばしていった一連の実験が成功し
ていなかったならば、 1895年の彼の実験の結果は、ただ
単に無線電信への道を開いたに過ぎなかった、と評価さ
れたものと推察される。
世紀の大実験
2 0世紀初頭の1901年12月12日、マルコーニはイギリ
スの南西端にあるランズ・エンド岬 (Land-sEnd Cape) 
に近いポルデュ (Poldhu,Cornwall)から発射され、大
西洋を横断して2800キロメートル伝搬した電波による信
号（モールス符号の “S”)を、カナダの最東端セント
・ジョーンズ (St. John-s, New Foundland)で見事、受
に成功した。
この世紀の大実験の成果が、その後の船舶／航空通信、
ラジオ放送、国際無線通信、そして現代のテレビ放送、
衛星通信ないしは携帯電話／PHSへと発展したのだ。
当初の実験計画
その実験は当初、ポルデュに送信局、アメリカのマサ
チューセッツ州ケープ疇コッド (CapeCod, Massachu-
setts)に受信局の設置が計画された。ポルデュからの距
離は4800キロメートルである。
ポルデュの送信アンテナは、高さ61メートル (200フ
ィート）の木柱20本を直径200フィートの円形に配列し、
これらの木柱が円錐状に配列した導線400条を支える造
のもので、米軍基地にあるという、いわゆる動物園の
“象の檻”を連想させたものであった。
受信アンテナもほぼ同じものが、ケープ・コッドに建
設された。
受信機には“水銀滴式” （別名イタリア海軍式コヒー
ラ）検波器が使用された。
非運を克服して
しかしポルデュの“象の檻”アンテナは、ほぼ完成し
た時点で暴風雨のため無残にも倒壊してしまった。さら
に、そのわずか2~ 3週間後には、ケープ・コッドの受
信アンテナも暴風により倒壊してしまったのである。
実験直前に、送信用と受信用のアンテナがともに倒壊
するいう非運にもめげず、マルコーニは計画の一部を変
更し、実験の準備を推し進めた。
すなわち、送信アンテナは 50メートル (15 0フィ
ート）の支柱2本に 15 0条の導線を扇形に配列したハ
ープ（琴｀）型アンテナとした。
また、受信点をセント・ジョーンズに変え、受信アン
テナは気球あるいは凧を利用することにした。
送信機の火花間隙は5センチ (2ィンチ）、電圧20kV、
送信電力は25kWで、これは当時の海岸局（注：船舶と交
信する陸上の無線局）の電力が数十Wであったことを考
えると、きわめて大出力であった。
フレーミングの協力
送信局の発電機は、アンテナとともに技術顧問であっ
たフレーミングが設計した。もっとも“檻”や“琴”の
支持構造、すなわちアンテナの支柱などの設計は、マル
コーニ自身が行ったようである。
1901年11月、マルコーニはポルジュ局とアイルランド
の局との360キロメートルの距離で予備実験を行い、そ
の10倍の距離でも届きそうな強い信号を受信して、成算
をもって本番に臨んだのだった。
強風下で実験強行
1901年12月 6日にセント・ジョーンズに着いたマルコ
ーニと二人の助手は、ただちに準備にかかり 9日から実
験を開始した。翌10日、彼らは凧を180メートルの高さ
に揚げたが、凧は海に墜落した。さらにその翌日の直後
に、気球を120メートルの高さに揚げたが、突風で係留
ロープガ切れ、気球も抜海の 1メートルの高さに揚げる
ことにした。
そしてマルコーニは、ポルジュに打電し、かねての打
ち合わせの信号 (“S” の連続）を11日から毎日、イギ
リス時間の午後 3時から 6時（セント・ジョーンズの午
前11時30分から午後 2時30分）まで、休みなく送出する
ように指示を与えた。
“S” が聞こえた
1901年12月12日、この日も風が非常に強かったが、正
になんとか凧を揚げることに成功した。初めの30分は
なにも聞こえなかったが、 12時30分頃、ついに“トン・
トン・トン： S"の信号がレシーバーを通して、懸命に
耳を澄ますマルコーニの鼓膜に届いた。
“ケンプ君、何か聞こえるかね？” （Can you hear 
anything lr. Kemp?）マルコーニはそういって、傍らに
いた、彼が最も信頼する助手のケンプにレシーバーを手
渡した。ケンプも信号を確認した。
“マルコーニ、新世紀を開く＂ （当時のニューヨーク
タイムス紙の社説）の瞬間である。
その後信号は、午後 1時10分と午後 2時20分にも受信
され、この日の合計は20回を越えた。 13日午 1時38分に
も受信できたが、信号は弱く明瞭でなかった。
14日は天候がさらに悪化して凧が3つとも次々に地面
に叩きつけられ、実験の継続は不可能となった。
この日午後、マルコーニは母国のイタリア政府とイギ
リスのマルコーニ社に、実験成功の電報を打った。
◇体験空間としての博物館 Part2 
福田豊
これまでの博物館(museum)というイメージからは想像
もできないような、エキサイティングな体験空間が、ア
メリカの博物館の中に育ってきている。その例として、
前回（注： 99年夏季号）はサンノゼにあるザ知・テック
(TheTech)を紹介した。今回は、サンフランシスコのエ
クスプロラトリアム(Exploratorium)を取り上げよう。
ゴールデンゲート・プリッジのすぐ近くにあるエクス
プロラトリアムの入口は、何の変哲もない倉庫か工場の
それのように見える。しかし、そこから足を踏み人れる
と、その奥にはユニークな知的空間が広がっていること
を知らされる。
館内は「電気」 「光」 「色彩」 「気象」 「生物」＇など
13のセクションに分かれており、多くの展示物は危険が
ない限りむき出しで、私たちを遠ざけるケースや柵など
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いっさいない。それどころか、私たちはそれらを自由に て今でも光学械器は大好きで、双眼鏡やカメラをいじる
さわったり、体験したりできるのである。 とき、何ともいえない幸福感にひたる。それは、自然界
ふつう、博物館の空気はひんやりと静的なのだが、こ の不思議を手中に収めている喜びなのだろうか。
こでは逆に熱く動的に私たちをエキサイトする。 ひょんなことから経済学を学ぶことになったのだが、
エクスプロラトリアムは、自然科学の身近な体験空間 もし、少年の私がこのエクスプロラトリアムを訪れてい
である。水の表面張力の現象を実験する道具、重力加速 たなら、私の人生は現在とは異なっていたに違いない。
度を視覚的に認識できる遊具、風で水面に波を起こす装
置、ラジオ放送の原理的な実験装置、奇妙な錯視体験コ
ーナー、若干気味悪いが牛の眼球の解剖実験などなどで
その空間は、知的なおもしろさと素朴な不思議さに満ち
ている。
また特に印象的なのは、このエクスプロラトリアムの
シンボル・キャラクタである“蛙”の展示コーナーであ
る。蛙の種類と生態のすべてが分かる豊富な展示品の、
それぞれの展示方法に細心のエ夫が施されていることで
ある。とにかく、このエクスプロラトリアムで、私はす
っかり童心に返り、思わず興奮して時間のたつのを忘れ
ていた。
エタスプロラトリアムの展示品の桝：電気回路の動
作が、手作りの素朴な実験装置によって体験できる。
有山学長も熱心に観察する。 （写真：筆者）
私は大学では社会科学を専攻したのだけれど、実はか
って科学少年だった。実験して知る磁力や光の不思議さ、
天体の観察を通して想像する宇宙空間の人知を超えた壮
大なスケール、などにとり憑かれていたのだった。そし
◇新春の展示／提示予定
新春は、わずかな期間ですが次の通りのスケジュールで、
開館します。
なお、 5時限目 (16: 15-17 : 45)のピデオ提示の時間帯に
は、一般展示を併せて行いますので、自由に見学できます。
◇調布祭に参加して
足立登
1999年の第49回調布祭 (11月21~23日）は、この「歴
史資料館」にとって 4度目、学内措置で正式に認められ
て初めてのイベントである。広報ポスターを掲出し、常
設展示に加えて次の特別企画を試みた。
021日（日） 昔のラジオ放送を楽しむ会 (NHK編「日
本放送史』付録の録音） ：年配の来館者が
放送開始当時のサウンドをなつかしんだ。
022日（月） ビデオシアター (A.クラーク原作 “2001
年宇宙の旅”) :1968年制作とは思えない
宇宙船内の迫真の描写が、見る人の新たな
感動をよみがえらせた。
023日（祝） ビデオシアター（サンドラ・プロック主
演“ザ・インターネ~,卜＂） ：高度に情報
化された現代社会の影の部分を浮彫りにし
た映像が、若い来館者の共感をよんだ。
常設展では従来の展示品に加えて、新設した受信アン
テナを活用して、船舶用の GPSやNAVTEX（航路の安全
に関する情報の文字放送）の受信実演を公開した。モー
ルス通信の練習装置が子どもたちの人気を集めた。
また、西地区の教育計算機棟にある「計算機資料室」
を3日間オープンした。この展示に向けて「歴史資料館
ニュース』調布祭特集考を、計算機の歴史をテーマに刊
行した。 「資料室」を訪れた人びとの数は少なかったも
のの、コンピュータの歴史的変遷を示す回路素子や往年
そそ
の機器の展示に、熱い視線が注がれた。
そして、来館した近隣の人びと、学生たち、それに新
旧OBの皆さんおよそ100人が、展示品を見たり特別企
画に参加するだけでなく、館内で、それぞれお互いに対
話を交わし、あるいは感想を分かち合っていた。
人と人相互のコミュニケーションの場としての、この
「歴史資料館」の存在意義を実感した。
て雙展示：自由にご覧下さい。係員が質問を受けます。
ヒプオ提示：示されたタイトルのビデオを放映します。
先着12名程度に限ります。
新春特別企画
1月 4日（火） 12:00,-..,13:00一般展示 12:30,..._,13:00 ビデオ： “古典落語一こんにゃく問答ー"NHK制作
7日（金） 一般展示 休館
1 2日（水） 一般展示 ピデオ：“シルクロード総集編II"NHK制作 (12月17日（金）と同じ内容）
01月13日（木）から 3月末までの期間は、ご希望に応じて可能な限り臨時開館します。
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